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東 ア ジ ア に お け る 大気 微量 成分の 衛星 観測結果 とモ デル シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 比 較
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1，は じ め に

　Hayashida　et 　al．，［ACPD ，2015】は、中国中東部に お い て、

毎年 6 月 に 対 流圏下 部オ ゾ ン 濃度が 高濃度 と な る現 象 が

衛 星観 測 で 捉 え られ た こ とを 報告 し た。こ の 原因 と し て 、

工 場や 自動車 の 排ガ ス 等 に加 え、こ の 時期に 行 われ る冬小

麦 収 穫 後 の 残 渣 焼 却 （Open 　Crop　Residual　Burning ；

OCRB ）の 影響 が 考 え ら れ る 【例 え ば Kanaya 　 et　 aL ，

ACP ，2013］が、　 OCRB が対 流 圏 下部オ ゾ ン 濃度へもた ら

す 影 響 は ま だ 定 量 的 に は 評 価 され て い な い 。

　本 研 究 で は モ デル シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 結 果 を衛 星 デ ー

タ と比 較 し、特 に OCRB よ り放出 され るオ ゾ ン 前駆物質

が 対流圏下 部オ ゾン 濃度 に与 え る影 響 を 詳 し く評 価す る。

2．解析 したデータ

衛星 観測デ
ー

タ

［1】オ ゾ ン （0 ヨ）

Aura 衛星 搭載 の OMItl セ ン サの 紫外・可 視 ス ペ ク トル を

用 い て 、X ．Liu 博 士 ら が最良推定法 に よ り導出 した 03鉛

直分布デ
ータ。3層 に分割され た対 流圏 の うちの 最下層 （約

O〜3km）に お け る 03濃 度。［Liu　et 　al．，　ACP ，2010】

［2】　
一

酸 イ匕炭 素　　（CO ）

Terra 衛星 搭 載の MOPITTde2セ ン サ（Ver6）で リ トリーバ

ル され た、CO 気柱量 プ ロ ダク ト（Retrieved　CO　Total

Column ）。1
°

× 1
°

に グ リッ ド化 され た Level　3 の データ。

モ デ ル シ ミ ュ レ
ー

シ ∋ ン 結 果

［1］MRI ・CCM2 の 出力結果

　MRI ・CCM2 は Deushi 　and 　Shibata，【2011】に よ っ て 開

発 され た 全 球 化 学 気候 モ デ ル で あ り、オ ゾ ン と そ の 生 成 ・

消 失 に関 わ る様 々 な大 気微量 成分 を計算 して い る。本研 究

で は地 上
一

鉛 直 36層 （約 100hPa ）の 03，CO ，NO2 濃度を 解

析 す る。ま た、本 発 表 で は モ デ ル に与 え る BiemassBurnig

の エ ミ ッ シ ョ ン デ
ー

タ と して GFED 　ver3 を与 え て い る基

準実験 と、GFED 　 ver3 の 代 わ りll　Yamaji 　et 　 al．，［2010】

を与 え た 場合 の 感度実験の 二 つ の 結果 を 解 析 す る。

解析期問 は い ずれ も 2006 年 5 月〜2006年 7 月 で あ る。

3．解析結果

　 03，CO 濃度に っ い て 、モ デ ル の 基 準実験、感度実験結

果 と衛 星観 測 値 を比較 した 結 果 を 示 す。マ ッ プ 図 1は 感 度

実験 に よ り得 られ た 6A の CO 濃度で あ り、図 2，3 は そ れ

ぞれ中国中束部 の 高濃度域 を 中心 と して 描 い た緯 度 ま た

は 経度断 面 図 で あ る。

　CO に つ い て は 図 2（b），図 3（b）よ り、基 準 実験（破線）と比

較 し て 感度実験（実線）の 結果 が MOPITT の 観 測値 （点線 ）

に近 づ い たu

　 03に つ い て は、OMI に よ る 03濃度 は過小評価されて

い るた め 【Hayashida 　et　aL ，　ACPD ，2015 ］、定 量 的 比 較 に

は 注 意 が 必 要 で あ る。こ こ で は、濃度 値 の 比 較 で は な く濃

度勾配 の 地 理 的分布 に 着 国す る 。 図 2（a）よ り、モ デル は緯

度に 対 す る濃 度勾 配 を良 く再 現 して い る。だ が、図 3（a ）

よ り、経度 に対 す る濃度 勾配 につ い て は、モ デ ル の 実験 結

果 は、基準 実験 ・感度実験 い ず れ の 場 合 も、OMI に よる

観測値 の 濃度勾配とは 異なる こ とが わか っ た。図 3（a ）で示

す モ デル 結果 は 図 3（b）CO と同経 度 帯 （117°E 付 近 ）に ピ

ーク を示 すの に 対 し、OMI に よ る 観測結果は それ よ り東

側 にずれた 経度帯（120
° E 付近 ）に ピ

ー
ク を示 す とい う違

い が 見 られた。

当 日 は 領域輸送 モ デ ル NHM ・Chem に よ る 結果 も発 表 す

る 予定 で あ る、

　　　　　  
図 1，MRI ・CCM2 より得 られ た 6 月の CO 濃度

（Biornass　Burning 　emission に Yamaji 　et 　al ．，2010 を用 い た

感 度 実験結 果）
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（下）図 3．緯 度　33
“
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破線 ：基準実験（BB ：GFEDv3 ）実線 ：感度実験（BB ：Yamaji　etal、，201e ）

点線 ：衛星観測
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